
写真を入れてください

開 催 期 日

国立曽爾青少年自然の家 開所４０周年記念
令和２年度 教育事業 事業案内

曽爾の大自然の中で子どもたちの
社会性と自己肯定感をはぐくみます

冒険のキャンプ 旅立ちのキャンプ

９月１９日（土）～９月２１日（月・祝）

２泊３日

１２月１２日（土）～１２月１３日（日）

１泊２日

場 所

募集対象

参 加 条 件

募 集 人 数

参 加 費

国立曽爾青少年自然の家及びその周辺

発達障害のある小学校３～６年生とその保護者

※必ずしも診断等を受けている必要はありません。集団活動や人との関係作りに課題
を感じている方は、ご相談下さい。
※出会いのキャンプ、冒険のキャンプ、旅立ちのキャンプの３回全てに参加できる方。
（出会いのキャンプ、旅立ちのキャンプは本人のみ、冒険のキャンプは本人とその保護者）
※旅立ちのキャンプの際、保護者の方も参加いただく交流会を実施する場合があります。

集団で生活をします。また、水の冒険や登山などにもチャレンジする予定ですので、
次の事柄ができることが必要です。
① 自分一人で登校や下校ができること。
② 自分一人でトイレや着替え、食事ができること。

１２人 【応募者多数の場合は、抽選となります】

【出会いのキャンプ】 ３，０００円程度
【冒 険のキャンプ】 ５，０００円程度・保護者４，５００円程度
【旅立ちのキャンプ】 ３，０００円程度

詳細については、ホームページの開催要項をご覧下さい

登山や室内レクリエーションを
行い、キャンプを振り返ります

アスレチックやカヌー、テント泊な
ど、自然の中での活動にチャレン
ジします

出会いのキャンプ

７月２３日（木・祝）～７月２４日（金・祝）※

１泊２日
ウオークラリーや野外炊事を
通して、新しい仲間との関係を
築いていきます



募集締切日 令和２年７月２日（木）１７時
目的（趣旨） 曽爾の豊かな自然環境を使ったダイナミックで冒険的な活動等を通して、小さな成功

体験や、やり遂げた時の達成感を積み重ねる中で、社会性や自己肯定感を養う。
また、保護者に対する効果的な支援方法についての研修を行う。さらに、この事業を

通して得た成果の普及・啓発を行う。
来所方法

<自然の家マイクロバス利用の場合>

【往路】 10:00に近鉄榛原駅（北口）出発

【復路】 14:50自然の家を出発

15:35近鉄榛原駅（北口）着

マイクロバスの集合・解散場所は、【榛原駅北口のロータリー】です。

<自家用車の場合>
【往路】 11:00までに自然の家の利用者玄関にお越しください。名張より約23ｋｍで40分、

宇陀市榛原より約31ｋｍで40分です。なお、駐車場は第２駐車場をご利用ください。
【復路】 14:40解散予定です。

申し込み・問い合わせ先
〒633-1202 奈良県宇陀郡曽爾村太良路1170
国立曽爾青少年自然の家 そにっとキャンプ担当

TEL：0745-96-2121 FAX：0745-96-2126
ＨＰ：https://soni.niye.go.jp/
ﾒｰﾙ ：soni@niye.go.jp

申し込み方法

下記の事項を ホームページの申込フォームまたはFAXで
連絡してください。

①応募者氏名（ふりがな） ②性別③生年月日・年齢
④学年 ⑤郵便番号・住所⑥電話番号 ⑦FAX番号
⑧緊急連絡先（携帯電話）⑨来所・退所方法
※下記の「参加申込書」をご利用ください。

その他

（１） 体調不良等の理由でキャンセルされる場合は、お早めにご連絡ください。直前のキャンセルは、
経費の一部をご負担いただく場合があります。

（２） 活動中に様子を撮影した写真、ビデオは「国立曽爾青少年自然の家」の利用ガイドをはじめ、
要覧やポスター、ホームページなど、国立青少年教育振興機構の広報資料や教育雑誌等に掲載
する場合があります。

（３） 本事業においては参加費より傷害保険に加入いたしますが、必要な場合は各自でも保険等に加入
されますことをお勧めいたします。

（４） ご記入いただいた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適
切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し、この事業に関する事務のみに使用し、法令等
に定める場合を除いて第三者に開示することはありません。

令和２年度 教育事業 「そにっとキャンプ」 参加申込書

住 所
（〒 ‐ ）

フリガナ

児童氏名

男
・
女

フ リ ガ ナ

保護者氏名

男
・
女

電話番号 学年 小学校（ ）年生

ＦＡＸ
緊急連絡先

(本人との関係)
（ ）

生年月日 平成 年 月 日生（ ）才 来所退所方法 自家用車・マイクロバス

国立青少年自然の家では、新型コロナウイルス感染防止と「新しい生活様式」に対応した受入体制とし
て、「当施設の取組」と「教育事業に参加する上での留意事項」を作成し、参加する子どもたちが安心・
安全にご利用できるよう努めています。（HPに掲載していますのでご確認下さい）
当事業においても、参加する子どもたち同士の距離を確保するためにできるだけ広い空間（屋外フィー

ルド、プレイホール等）で活動することや活動場所の換気を徹底すること、感染予防に十分配慮した上で
活動していきたいと考えています。

https://soni.niye.go.jp/
mailto:soni@niye.go.jp

